
空き家の
活用

■甲ノ原中学校区 B-1 【地域のありたい姿と必要なこと】

公園の
活用

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
既存の資源（ヒト・モノ・環境）を活かしたまちづくり
～高齢者にやさしいまちづくりは子ども世代にもやさしい～

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

高齢化率が高い一方、都営住宅があり子育て家庭も多く、また大学もあることから、幅広い年齢層が生活している地区。
高齢者が活躍できるよう、安心して外出できる環境づくりや、活躍できる場づくりが必要で、少しでも報酬が得られれ
ばやる気につながり、好循環がうまれる。

通学路に花を
（各戸で）

青少対の
花いっぱい
運動との
連動も

防犯・防火隊
夜回り

→コミュニケーション
にもなる

想い

町会単位の朝市

だれでも食堂
作りたい人
食べたい人

道路に色をつける
そして通学時間帯の
交通ルールの整備

無料Wi-Fi整備

空き家を利用しての
ワーキングスペースを作る
市が持ち主から借りる

（固定資産税を安くする）

・高齢者に公園の
管理をしてもらう
ボランティアでは
なく雇用として
近所の公園なので
こまかくやって
くれそう★

タクシーの
ワンコインサービス

家⇔病院
病院だと予約なので

タクシー会社も予約制にする

既存小公園の活用

屋根付休憩所
+朝カフェ店

大学生が
デザインした
屋根付きベンチ

交通の
モデル地区

近くの病院や
スーパーを
もっと気軽に
使えるように

工学院の
学生に依頼

する
（町会が）

外灯（防犯灯）
をLEDに！

ウォーキングコース、
トレーニングマシン
のある公園作り

河原に中学生高校生が遊
べる公園を

（サッカー、野球場等）

ドッグランを
つくる

空き家の
活用

交換
少ない
費用負担
が少ない

飼い主の
コミュニ
ティ

地域に名称を…

コンテスト
（一般公募）
開催する



■甲ノ原中学校区 B-1 【地域のありたい姿と必要なこと】

自然

高齢者が
外に出られる
仕組み作り

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

散歩道の
指定
整備

道の色分け

歩行者用
道路
整備

高齢者に
働く場を

高齢者の移動
手段の確保

→住民相互の
助け合い

高齢者に
学習の場を

車と歩行者
それぞれが
安全に通れる

タクシーに
乗りやすい
使いやすい
仕組み作り

車・自転車・人
お互い

気づかえる
区分けを

企業の
経営安定

道とつながる
公園の活用

安心できる道づくり

（公園を活用したまちづくり）

町会単位の
朝市

公園をもっと
活かしていく

朝だけカフェ

子ども食堂
↓

老人食堂

屋根のある
ベンチ

日よけ、
雨よけできる

坂・階段多い
↓

解決策？

八王子に多い
山林地区
を活かす

地域に
愛着を
持てる

もっと自然を
活かした
何かできな

い？

各戸に花を

地域に名称を

エスカレーター
市で造って
欲しい

誰もが安全に
外出できる
環境、まち

・ワンコイン
サービス

・チケット制
etc.

交流

集う

高齢者も収入を
得られる場

食 多世代
ランチ食堂

作った花を
販売して
「雇用」の
仕組みを

公園の
草むしり
管理人

散歩途中で
集うスポット

を作る

大学と
町内会の
交流

一人暮しの方
近所の見守り


